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研
究
ノ
ー
ト
竜
造
寺
高
房
の
叙
任
と
江
戸
詰
め
に
つ
い
て
大
平
直
子
は
じ
め
に
佐
賀
市
教
育
員
会
で
は
平
成
二
四
～
二
六
年
度
に
か
け
て
︑
佐
賀
城
築
城
四
〇
〇
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
︑
天
正
期
か
ら
享
保
期
︵
一
五
七
三
～
一
七
三
五
年
︶
ま
で
の
佐
賀
城
の
普
請
と
作
事
に
関
す
る
文
献
調
査
を
行
っ
た
︒
こ
の
調
査
は
佐
賀
県
教
育
委
員
会
の
協
力
の
下
に
行
わ
れ
た
も
の
で
︑
調
査
結
果
は
﹁
佐
賀
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
集
佐
賀
城
跡
Ⅳ
﹂
に
史
料
編
と
し
て
収
載
さ
れ
る
︒
86
こ
の
史
料
編
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
︑
最
後
の
竜
造
寺
氏
嫡
流
で
あ
る
竜
造
寺
高
房
の
慶
長
七
年
︵
一
六
〇
二
︶
か
ら
同
九
年
︵
一
六
〇
四
︶
ま
で
の
動
向
が
わ
か
っ
て
き
た
︒こ
れ
ま
で
︑
竜
造
寺
高
房
が
諸
太
夫
︵
従
五
位
下
︶・
駿
河
守
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
は
︑
慶
長
八
年
︵
一
六
〇
三
︶
と
さ
れ
て
き
た
︵﹃
勝
茂
公
御
年
(１
)
譜
﹄︶︒
こ
の
﹁
慶
長
八
年
高
房
叙
任
説
﹂
は
︑﹁
龍
造
寺
鍋
島
系
(２
)
図
﹂
や
﹃
寛
政
重
修
諸
家
(３
)
譜
﹄
で
も
取
ら
れ
て
お
り
︑
通
説
と
さ
れ
て
き
(４
)
た
︒
し
か
し
一
方
で
は
︑︵
慶
長
九
年
︶
閏
八
月
一
四
日
付
﹁
鍋
島
直
茂
書
(５
)
状
﹂
に
︑﹁
将
軍
様
今
日
十
四
江
戸
被
成
御
下
向
候
︑
仍
昨
日
十
三
︑
藤
八
殿
位
之
儀
︑
諸
太
夫
ニ
被
仰
出
︑
面
目
之
至
︑
目
出
度
申
候
﹂
と
あ
る
た
め
に
︑﹁
慶
長
九
年
閏
八
月
一
三
日
高
房
叙
任
説
﹂
も
存
在
し
(６
)
た
︒
本
稿
で
は
︑
鍋
島
直
茂
・
勝
茂
父
子
の
年
譜
で
あ
る
﹃
直
茂
公
(７
)
譜
﹄・﹃
勝
茂
公
御
年
譜
﹄
で
は
詳
し
く
語
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
︑
高
房
の
慶
長
七
年
の
下
国
か
ら
同
九
年
の
江
戸
詰
め
ま
で
の
動
向
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
︑
高
房
の
叙
任
に
か
か
る
年
月
日
の
混
乱
を
正
し
た
(８
)
い
︒
な
お
︑﹃
佐
賀
県
史
料
集
(９
)
成
﹄
収
載
の
史
料
は
年
欠
の
も
の
が
多
い
が
︑
高
房
が
慶
長
九
年
閏
八
月
一
三
日
に
諸
大
夫
・
駿
河
守
に
叙
任
さ
れ
た
こ
(
)
と
を
機
に
︑﹁
藤
八
郎
高
10
房
﹂
か
ら
﹁
駿
河
守
高
房
﹂
と
名
乗
り
を
改
め
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
︑
新
た
に
年
次
を
比
定
し
た
も
の
が
あ
る
こ
と
を
断
わ
っ
て
お
(
)
く
︒
11
誕
生
か
ら
慶
長
七
年
の
下
国
前
ま
で
竜
造
寺
高
房
︵
長
法
師
丸
・
藤
八
郎
︶
は
︑
天
正
一
四
年
︵
一
五
八
六
︶︑
竜
造
寺
政
家
の
嫡
男
と
し
て
生
ま
れ
︑
同
一
六
年
︵
一
五
八
八
︶︑
鍋
島
直
茂
の
養
子
と
な
っ
(
)
た
︒
12
こ
の
年
暮
︑
高
房
は
直
茂
と
共
に
上
洛
し
て
い
(
)
る
︒
天
正
一
八
年
︵
一
五
九
〇
︶︑
政
家
13
が
隠
居
し
︑
直
茂
が
家
督
を
相
続
す
(
)
る
︒
こ
の
年
︑
直
茂
が
奉
行
を
務
め
︑
高
房
の
﹁
御
14
屋
(
)
形
﹂
を
佐
留
志
の
小
(
)
坂
に
建
て
た
と
い
(
)
う
︒
慶
長
五
年
︵
一
六
〇
〇
︶︑
高
房
は
関
ヶ
15
16
17
原
の
戦
い
で
初
陣
を
飾
る
(
)
が
︑
柳
川
攻
め
の
際
に
は
︑
家
康
の
命
に
よ
り
下
国
が
叶
わ
18
な
か
っ
(
)
た
︒
19
竜造寺高房の叙任と江戸詰めについて
大 平 直 子
39
慶
長
七
年
の
下
国
か
ら
同
九
年
の
叙
任
ま
で
慶
長
七
年
︵
一
六
〇
二
︶︑
高
房
が
下
国
す
(
)
る
︒
こ
れ
に
つ
い
て
︑﹃
勝
茂
公
御
年
譜
﹄
20
で
は
﹁
一
︑
同
︵
慶
長
︶
七
年
⁝
︵
中
略
︶
⁝
九
月
十
八
日
︵
※
異
本
で
は
﹁
廿
八
日
﹂︶︑
藤
八
郎
殿
御
下
着
︑
今
度
始
て
御
暇
出
︑
此
時
︑
毛
利
輝
元
息
女
御
縁
組
切
(
)
る
﹂
と
あ
21
る
が
︑﹃
直
茂
公
譜
﹄
で
は
慶
長
七
年
以
降
︑
高
房
に
関
す
る
記
述
は
な
い
︒
同
八
年
︵
一
六
〇
三
︶︑
高
房
は
引
き
続
き
国
元
の
佐
賀
へ
滞
在
し
て
い
(
)
る
︒
こ
の
年
22
に
つ
い
て
︑﹃
勝
茂
公
御
年
譜
﹄
で
は
﹁
一
︑
同
︵
慶
長
︶
八
年
⁝
︵
中
略
︶
⁝
今
年
六
月
廿
六
日
︑
藤
八
郎
殿
被
叙
諸
太
夫
︑
被
任
駿
河
守
︑
於
江
府
秀
忠
公
へ
可
相
勤
由
︑
家
康
公
の
上
意
な
(
)
り
﹂
と
記
す
︒
23
同
九
年
︵
一
六
〇
四
︶︑
五
月
一
八
日
付
の
﹁
鍋
島
勝
茂
書
(
)
状
﹂
に
は
﹁
藤
八
郎
殿
︑
24
加
州
同
然
ニ
七
月
時
分
可
為
上
洛
之
由
可
然
存
候
﹂
と
あ
り
︑
高
房
と
直
茂
の
上
洛
が
同
九
年
七
月
頃
に
予
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
同
年
七
月
頃
︑
高
房
が
先
に
上
洛
(
)
し
︑
八
月
一
一
日
に
は
家
康
へ
の
御
目
見
を
済
ま
せ
て
い
(
)
る
︒
遅
れ
て
直
茂
も
上
洛
25
26
(
)
し
︑
閏
八
月
一
三
日
︑
高
房
と
共
に
将
軍
家
康
に
謁
見
し
︑
高
房
は
諸
太
夫
︵
従
五
位
27下
︶・
駿
河
守
に
任
ぜ
ら
れ
(
)
た
︒
こ
れ
を
機
に
︑
直
茂
が
竜
造
寺
一
門
・
重
臣
に
対
し
て
28
出
し
た
と
考
え
ら
れ
る
﹁
鍋
島
直
茂
起
請
文
前
書
(
)
案
﹂
か
ら
は
︑
高
房
の
叙
任
と
江
戸
29
詰
め
が
︑
ほ
ぼ
同
時
に
家
康
か
ら
言
い
渡
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
(
)
る
︒
30
ま
た
︑
前
掲
の
閏
八
月
一
四
日
付
﹁
鍋
島
直
茂
書
(
)
状
﹂
に
は
︑
今
晩
︵
一
四
日
︶
夜
31
船
で
大
坂
へ
下
り
︑
明
日
︵
一
五
日
︶︑
豊
臣
秀
頼
に
御
目
見
し
︑
一
六
︑
一
七
日
に
は
必
ず
出
船
し
︑
下
国
す
る
つ
も
り
で
あ
る
こ
と
︑
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
︒
そ
の
後
︑
直
茂
・
勝
茂
が
各
々
︑
重
臣
の
多
久
安
順
︵
与
兵
衛
︶
に
宛
て
た
閏
八
月
二
五
日
付
の
書
(
)
状
か
ら
は
︑
一
行
の
佐
賀
到
着
が
二
三
日
で
あ
っ
た
こ
と
以
外
に
︑﹁
駿
州
江
戸
被
罷
32
出
候
ニ
付
而
︑
万
御
談
合
申
度
儀
共
候
間
⁝
﹂︵
直
茂
書
状
︶︑﹁
我
等
儀
︑
来
月
末
必
御
供
申
候
て
江
戸
可
罷
下
覚
悟
候
﹂︵
勝
茂
書
状
︶
と
あ
り
︑
高
房
の
江
戸
詰
め
が
既
に
決
定
事
項
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
︒
さ
ら
に
︑
直
茂
の
子
で
江
戸
へ
人
質
に
出
て
い
る
忠
(
)
茂
の
書
(
)
状
に
も
﹁
上
様
依
御
諚
︑
藤
八
さ
ま
被
成
御
下
国
之
由
承
︑
御
大
儀
之
御
事
そ
33
34
れ
の
ミ
申
様
に
候
﹂
と
あ
り
︑
こ
の
慶
長
九
年
の
高
房
の
﹁
叙
任
↓
下
国
↓
江
戸
詰
め
﹂
の
流
れ
は
間
違
い
な
い
と
言
え
る
︒
一
方
︑﹃
勝
茂
公
御
年
譜
﹄
の
慶
長
九
年
の
項
に
は
﹁
一
︑
同
九
年
甲
辰
公
︵
勝
茂
︶
二
十
五
歳
︑
今
年
︑
駿
府
へ
御
勤
﹂
と
あ
る
だ
け
で
︑
高
房
の
叙
任
と
下
国
︑
そ
し
て
江
戸
詰
め
に
つ
い
て
は
一
切
触
れ
ら
れ
て
い
な
(
)
い
︒
35
慶
長
九
年
の
江
戸
詰
め
か
ら
死
去
ま
で
高
房
が
い
つ
︑
佐
賀
を
出
立
し
江
戸
へ
向
か
っ
た
か
は
不
明
だ
が
︑
慶
長
九
年
一
〇
月
六
日
付
﹁
鍋
島
勝
茂
書
(
)
状
﹂
に
よ
る
と
︑
高
房
・
勝
茂
一
行
は
︑
昨
五
日
に
下
関
へ
36
到
着
し
︑
明
日
七
日
に
は
出
船
し
た
い
︑
と
言
っ
て
い
る
の
で
︑
高
房
の
佐
賀
滞
在
期
間
は
約
一
ヶ
月
強
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
そ
の
後
︑
高
房
・
勝
茂
一
行
は
︑
伏
見
・
草
津
滞
(
)
在
を
経
て
一
一
月
一
〇
日
に
江
戸
に
到
着
し
︑
一
四
日
に
右
大
将
秀
忠
に
︑
一
37
五
日
に
将
軍
家
康
に
御
目
見
し
て
い
(
)
る
︒
ま
た
︑
こ
の
間
の
高
房
・
勝
茂
一
行
の
こ
と
38
は
︑
家
康
に
仕
え
て
い
る
閑
室
元
佶
︵
円
光
寺
・
三
要
︶
の
書
状
に
も
見
え
(
)
る
︒
39
慶
長
一
〇
年
︵
一
六
〇
五
︶
四
月
︑
高
房
(
)
室
が
江
戸
へ
上
(
)
る
︒
同
一
二
年
三
月
︑
高
40
41
房
は
室
を
殺
害
し
自
害
を
図
る
︒
こ
れ
は
本
多
佐
渡
守
正
信
・
大
久
保
相
模
守
忠
隣
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
︑﹁
乱
心
に
決
定
せ
ら
れ
﹂
る
︒
高
房
の
傷
は
一
旦
︑
快
方
へ
向
か
う
が
再
発
し
︑
同
年
九
月
六
日
︑
死
去
す
(
)
る
︒
42
と
こ
ろ
で
︑
鍋
島
家
文
庫
の
中
に
︑﹁
慶
長
ノ
比
御
書
(
)
物
﹂
と
い
う
表
題
の
竪
帳
一
冊
43
大 平 直 子
40
が
あ
る
︒
こ
の
中
に
は
︑
慶
長
九
年
九
月
か
ら
同
一
〇
年
に
か
け
て
の
極
め
て
短
い
期
間
に
書
か
れ
た
掟
・
法
度
・
覚
類
の
写
が
十
数
点
収
め
ら
れ
て
い
る
︒
内
訳
は
︑
佐
賀
城
と
蓮
池
城
の
普
請
・
作
事
が
同
時
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
慶
長
一
〇
年
頃
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
﹁
諸
役
者
之
覚
﹂
や
︑
高
房
の
御
供
に
対
し
て
出
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
覚
書
で
あ
る
慶
長
九
年
九
月
二
二
日
付
﹁
供
立
次
第
之
事
﹂︑
和
泉
守
忠
茂
・
馬
渡
弥
七
左
衛
門
・
犬
塚
惣
兵
衛
に
宛
て
た
慶
長
九
年
九
月
一
六
日
付
﹁
掟
江
戸
へ
申
遣
条
々
﹂︑
高
房
本
人
か
ら
御
供
に
出
さ
れ
た
命
令
の
覚
書
と
考
え
ら
れ
る
年
月
日
欠
﹁
覚
龍
若
殿
﹂︑
忠
茂
・
高
房
・
直
茂
・
勝
茂
の
江
戸
料
な
ど
が
記
さ
れ
た
慶
長
九
年
九
月
一
六
日
付
﹁
慶
長
九
年
当
物
成
目
(
)
安
﹂
な
ど
で
あ
る
︒
こ
れ
ら
は
︑
高
房
の
44
江
戸
詰
め
に
あ
た
り
書
か
れ
た
一
連
の
も
の
と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
︒
お
わ
り
に
本
稿
で
は
こ
こ
ま
で
︑
竜
造
寺
高
房
の
慶
長
七
年
の
下
国
か
ら
同
九
年
の
江
戸
詰
め
に
至
る
経
緯
を
中
心
に
述
べ
て
き
た
が
︑
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
︑
通
説
と
さ
れ
て
き
た
﹁
慶
長
八
年
高
房
叙
任
説
﹂
は
誤
り
で
︑
実
は
︑
度
々
指
摘
さ
れ
て
き
た
と
お
り
︑﹁
慶
長
九
年
閏
八
月
一
三
日
高
房
叙
任
説
﹂
が
正
し
い
と
言
え
る
︒
鈴
木
︵
宮
島
︶
敦
子
氏
は
﹁
龍
造
寺
隆
信
の
龍
造
寺
家
家
督
継
承
問
題
﹂
の
中
で
︑
歴
史
書
の
編
纂
に
お
い
て
行
わ
れ
る
事
実
の
取
捨
選
択
の
基
準
に
は
︑
①
中
心
人
物
︵
竜
造
寺
氏
や
鍋
島
氏
︑
と
く
に
藩
祖
鍋
島
直
茂
︶
の
活
躍
に
否
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
こ
と
と
な
る
事
件
︑
②
事
件
の
説
明
を
簡
潔
に
す
る
た
め
に
不
必
要
と
思
わ
れ
る
事
象
・
人
物
︑
③
編
纂
当
時
に
生
き
る
人
々
の
祖
先
を
貶
め
る
こ
と
と
な
る
事
象
︑
な
ど
が
あ
る
と
し
て
い
(
)
る
︒
45
本
稿
で
取
り
上
げ
た
高
房
の
下
国
・
叙
任
・
江
戸
詰
め
に
つ
い
て
は
︑
①
の
取
捨
選
択
基
準
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
︑﹁
直
茂
・
勝
茂
父
子
﹂
の
活
躍
に
否
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
存
在
で
あ
る
﹁
高
房
﹂
が
取
捨
選
択
の
対
象
と
な
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
︒
享
保
年
間
成
立
と
さ
れ
る
﹃
直
茂
公
譜
﹄﹃
勝
茂
公
御
年
譜
﹄
に
お
い
て
も
︑
竜
造
寺
氏
か
ら
鍋
島
氏
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︑
意
図
的
に
高
房
関
係
の
事
実
が
省
略
化
・
歪
曲
化
さ
れ
た
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
︒
し
か
し
そ
の
一
方
で
︑﹁
慶
長
八
年
高
房
叙
任
説
﹂
は
ど
こ
か
ら
出
た
の
か
︑
と
い
う
疑
問
が
残
る
︒
慶
長
八
年
に
比
定
さ
れ
る
八
月
三
日
付
﹁
竜
造
寺
高
房
書
(
)
状
﹂
の
中
で
︑
46
直
茂
・
勝
茂
の
意
向
で
家
督
が
﹁
我
等
﹂
に
仰
せ
付
け
ら
れ
る
こ
と
は
本
望
で
あ
る
︑
と
高
房
が
閑
室
元
佶
に
書
き
送
っ
て
い
る
こ
と
や
︑
前
掲
︑
慶
長
九
年
の
﹁
鍋
島
直
茂
起
請
文
前
書
(
)
案
﹂
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
︑
慶
長
八
年
頃
︑
元
佶
を
介
し
て
家
康
と
直
47
茂
・
勝
茂
と
の
間
に
︑
高
房
の
家
督
や
叙
任
を
め
ぐ
る
﹁
御
内
證
﹂
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
︒
こ
れ
ら
の
こ
と
が
根
拠
と
な
り
︑﹁
慶
長
八
年
高
房
叙
任
説
﹂
が
通
説
化
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
＊
本
稿
の
作
成
に
あ
た
り
︑
大
園
隆
二
郎
氏
・
古
賀
章
彦
氏
よ
り
御
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
︒
ま
た
︑
佐
賀
城
の
文
献
調
査
に
お
い
て
︑
本
多
美
穂
氏
の
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
︒
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
︒
︻
註
︼
︵
１
︶﹃
佐
賀
県
近
世
史
料
﹄
第
一
編
第
二
巻
︑︵
佐
賀
県
立
図
書
館
︑
一
九
九
四
年
︶
三
二
頁
︒
︵
２
)﹁
龍
造
寺
鍋
島
系
図
﹂
公
益
財
団
法
人
鍋
島
報
效
会
所
蔵
︑
佐
賀
県
立
図
書
館
寄
託
︑
鍋
島
家
文
庫
︵
以
下
︑﹁
鍋
﹂
と
略
す
︒︶
一
一
一
︱
一
二
︒
︵
３
︶﹃
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
﹄
第
一
二
︵
続
群
書
類
従
完
成
会
︑
一
九
六
五
年
︶
二
八
六
頁
︒
︵
４
︶
藤
野
保
編
﹃
佐
賀
藩
の
総
合
研
究
﹄︵
吉
川
弘
文
館
︑
一
九
八
一
年
︶
二
三
〇
頁
︒
竜造寺高房の叙任と江戸詰めについて
大 平 直 子
41
︵
５
︶﹁
坊
所
鍋
島
家
文
書
﹂
三
七
︵﹃
佐
賀
県
史
料
集
成
﹄
第
一
一
巻
︶︒
︵
６
︶
明
治
期
の
写
で
あ
る
﹁
鍋
島
始
龍
造
寺
略
御
系
図
︹
書
写
︺﹂︵
鍋
一
一
二
︱
一
〇
︶
の
高
房
の
項
︑
頭
注
部
分
に
︑﹁
直
茂
公
御
状
後
ノ
八
月
十
四
日
云
︑
昨
日
十
三
藤
八
殿
位
之
儀
諸
大
夫
ニ
被
仰
出
云
々
︑
右
長
レ
慶
八
月
︵
二
字
抹
消
﹁
九
年
﹂︶
閏
八
月
十
四
日
於
京
都
之
御
状
ナ
リ
﹂
と
の
記
述
が
あ
る
︒
ま
た
︑﹃
佐
賀
市
史
﹄
第
一
巻
︵
佐
賀
市
︑
一
九
七
七
年
︑
六
八
六
頁
︶
で
は
︑
高
房
の
叙
任
を
﹁
慶
長
九
年
閏
八
月
一
三
日
﹂
と
し
︑
藤
野
保
編
﹃
佐
賀
藩
の
総
合
研
究
﹄
︵
九
四
五
～
九
四
六
頁
︶
で
は
︑﹃
勝
茂
公
御
年
譜
﹄
と
の
年
月
日
の
相
違
を
指
摘
し
︑﹁
慎
重
な
取
扱
い
が
必
要
﹂
と
し
て
い
る
︒
︵
７
︶﹃
佐
賀
県
近
世
史
料
﹄
第
一
編
第
一
巻
︑︵
佐
賀
県
立
図
書
館
︑
一
九
九
三
年
︶︒
︵
８
︶
小
城
鍋
島
藩
初
代
藩
主
の
﹃
元
茂
公
御
年
譜
﹄︵﹃
佐
賀
県
近
世
史
料
﹄
第
二
編
第
一
巻
︑
佐
賀
県
立
図
書
館
︑
二
〇
〇
九
年
︶
に
も
高
房
に
つ
い
て
の
記
述
は
あ
る
が
︑
こ
の
年
譜
の
成
立
が
寛
政
一
二
年
︵
一
八
〇
〇
︶
で
あ
る
こ
と
と
︑
様
々
な
逸
話
を
盛
り
込
ん
で
お
り
︑
読
み
物
と
し
て
は
面
白
い
が
︑
事
実
と
整
合
性
の
取
れ
な
い
点
も
多
い
こ
と
か
ら
︑
本
稿
で
は
採
用
し
な
い
こ
と
と
す
る
︒
︵
９
︶
古
文
書
編
︑
全
三
〇
巻
︑
佐
賀
県
立
図
書
館
︑
一
九
五
五
～
一
九
九
〇
年
︒
︵
︶
前
掲
﹁
坊
所
鍋
島
家
文
書
﹂
三
七
︵﹃
佐
賀
県
史
料
集
成
﹄
第
一
一
巻
︶︒
10
︵
︶
た
だ
し
︑
叙
任
後
の
高
房
を
﹁
藤
八
郎
﹂
と
呼
ん
で
い
る
例
も
あ
る
︒﹁
坊
所
鍋
島
家
文
書
﹂
五
11
六
五
︵﹃
佐
賀
県
史
料
集
成
﹄
第
一
二
巻
︶︒
︵
︶
前
掲
﹁
龍
造
寺
鍋
島
系
図
﹂︒
12
︵
︶﹃
直
茂
公
譜
考
補
﹄︵﹃
佐
賀
県
近
世
史
料
﹄
第
一
編
第
一
巻
︶
五
六
三
頁
︒
13
︵
︶
前
掲
﹁
龍
造
寺
鍋
島
系
図
﹂︒
14
︵
︶
こ
の
佐
留
志
の
館
は
︑
後
に
鍋
島
主
水
茂
里
の
隠
居
所
と
な
る
︵
高
房
室
は
茂
里
娘
︶︒
15
︵
︶
現
︑
佐
賀
県
杵
島
郡
江
北
町
︒
16
︵
︶﹃
焼
残
反
故
﹄︵﹃
佐
賀
県
近
世
史
料
﹄
第
八
編
第
三
巻
︑
佐
賀
県
立
図
書
館
︑
二
〇
〇
七
年
︶
六
17
五
〇
頁
︒﹃
焼
残
反
故
﹄
は
︑
享
保
年
間
に
編
纂
さ
れ
た
﹃
直
茂
公
譜
﹄・﹃
勝
茂
公
御
年
譜
﹄
の
編
者
で
あ
る
小
川
舎
人
俊
方
が
︑
子
孫
の
た
め
に
﹁
功
に
も
成
へ
き
反
故
を
焼
残
し
﹂
た
編
纂
物
︒
︵
︶﹁
田
尻
家
文
書
﹂
二
五
四
︵﹃
佐
賀
県
史
料
集
成
﹄
第
七
巻
︶︒
18
︵
︶﹃
直
茂
公
譜
﹄︵﹃
佐
賀
県
近
世
史
料
﹄
第
一
編
第
一
巻
︶
二
三
七
頁
︒
19
︵
︶﹁
坊
所
鍋
島
家
文
書
﹂
一
七
八
・
一
九
一
︵﹃
佐
賀
県
史
料
集
成
﹄
第
一
一
巻
︶・
三
岳
寺
文
書
二
20
二
︵﹃
佐
賀
県
史
料
集
成
﹄
第
一
四
巻
︶︒
︵
︶﹃
佐
賀
県
近
世
史
料
﹄
第
一
編
第
二
巻
︑
三
二
頁
︒
21
︵
)﹁
犬
塚
家
文
書
﹂
三
四
︵﹃
佐
賀
県
史
料
集
成
﹄
第
二
〇
巻
︶・﹁
坊
所
鍋
島
家
文
書
﹂
二
一
三
︵﹃
佐
22
賀
県
史
料
集
成
﹄
第
一
一
巻
︶︒
︵
︶
前
掲
﹃
佐
賀
県
近
世
史
料
﹄
第
一
編
第
二
巻
︑
三
二
頁
︒
23
︵
︶﹁
坊
所
鍋
島
家
文
書
﹂
二
二
九
︵﹃
佐
賀
県
史
料
集
成
﹄
第
一
一
巻
︶︒
24
︵
︶﹁
坊
所
鍋
島
家
文
書
﹂
七
七
四
︵﹃
佐
賀
県
史
料
集
成
﹄
第
一
三
巻
︶
↓
﹁
坊
所
鍋
島
家
文
書
﹂
25
二
三
〇
︵﹃
佐
賀
県
史
料
集
成
﹄
第
一
一
巻
︶・﹁
坊
所
鍋
島
家
文
書
﹂
二
三
四
︵﹃
佐
賀
県
史
料
集
成
﹄
第
一
一
巻
︶・﹁
坊
所
鍋
島
家
文
書
﹂
五
〇
六
︵﹃
佐
賀
県
史
料
集
成
﹄
第
一
二
巻
︶︒
︵
︶﹁
坊
所
鍋
島
家
文
書
﹂
二
三
九
︵﹃
佐
賀
県
史
料
集
成
﹄
第
一
一
巻
︶・﹁
久
納
家
文
書
﹂
二
︵﹃
佐
26
賀
県
史
料
集
成
﹄
第
一
七
巻
︶︒
︵
︶﹁
坊
所
鍋
島
家
文
書
﹂
二
一
六
・
二
四
二
︵﹃
佐
賀
県
史
料
集
成
﹄
第
一
一
巻
︶・﹁
坊
所
鍋
島
家
27
文
書
﹂
一
〇
九
五
︵﹃
佐
賀
県
史
料
集
成
﹄
第
一
三
巻
︶︒
︵
︶
前
掲
﹁
坊
所
鍋
島
家
文
書
﹂
三
七
︵﹃
佐
賀
県
史
料
集
成
﹄
第
一
一
巻
︶︒
28
︵
︶﹁
五
番
御
掛
硯
誓
詞
書
写
一
﹂
五
二
︵﹃
佐
賀
県
史
料
集
成
﹄
第
二
四
巻
︶︒
29
︵
︶
高
野
信
治
﹃
大
名
の
相
貌
時
代
性
と
イ
メ
ー
ジ
化
﹄︵
清
文
堂
︑
二
〇
一
四
年
︶
八
四
頁
︒
30
︵
︶
前
掲
﹁
坊
所
鍋
島
家
文
書
﹂
三
七
︵﹃
佐
賀
県
史
料
集
成
﹄
第
一
一
巻
︶︒
31
︵
︶﹁
多
久
家
文
書
︿
多
久
家
所
蔵
文
書
全
﹀﹂
六
八
︵﹃
佐
賀
県
史
料
集
成
﹄
第
一
〇
巻
︶︑︵
慶
長
九
32
年
︶
閏
八
月
二
五
日
付
﹁
鍋
島
直
茂
書
状
﹂︒﹁
多
久
家
文
書
﹂
二
七
︵﹃
佐
賀
県
史
料
集
成
﹄
第
八
巻
︶︑
同
日
付
﹁
鍋
島
勝
茂
書
状
﹂︒
︵
︶
和
泉
守
︒
慶
長
六
年
か
ら
在
江
戸
︒
秀
忠
に
仕
え
る
︒
33
︵
︶
前
掲
﹁
坊
所
鍋
島
家
文
書
﹂
五
六
五
︵﹃
佐
賀
県
史
料
集
成
﹄
第
一
二
巻
︶︒
九
月
九
日
付
﹁
鍋
34
島
忠
茂
書
状
﹂
で
は
︑
高
房
を
﹁
駿
河
守
﹂・﹁
駿
州
﹂
で
は
な
く
﹁
藤
八
さ
ま
﹂
と
し
て
い
る
が
︑
同
時
に
家
康
を
﹁
内
府
様
﹂
で
は
な
く
﹁
上
様
﹂
と
呼
ん
で
い
る
た
め
︑
慶
長
七
年
で
は
な
く
︑
同
九
年
と
比
定
し
た
︒
︵
︶﹃
佐
賀
県
近
世
史
料
﹄
第
一
編
第
二
巻
︑
三
三
頁
︒
35
︵
︶﹁
坊
所
鍋
島
家
文
書
﹂
二
四
四
︵﹃
佐
賀
県
史
料
集
成
﹄
第
一
一
巻
︶︒
36
︵
︶﹁
坊
所
鍋
島
家
文
書
﹂
二
四
六
・
二
四
七
︵﹃
佐
賀
県
史
料
集
成
﹄
第
一
一
巻
︶︒
37
︵
︶﹁
坊
所
鍋
島
家
文
書
﹂
二
四
八
︵﹃
佐
賀
県
史
料
集
成
﹄
第
一
一
巻
︶︒
38
︵
︶﹁
坊
所
鍋
島
家
文
書
﹂
一
一
七
一
・
一
一
五
二
︵﹃
佐
賀
県
史
料
集
成
﹄
第
一
四
巻
︶︒
39
︵
︶
鍋
島
主
水
茂
里
娘
︒
40
︵
︶
前
掲
﹃
勝
茂
公
御
年
譜
﹄︵﹃
佐
賀
県
近
世
史
料
﹄
第
一
編
第
二
巻
︶
三
三
頁
︒
41
大 平 直 子
42
︵︶
前
掲
﹃
勝
茂
公
御
年
譜
﹄︵﹃
佐
賀
県
近
世
史
料
﹄
第
一
編
第
二
巻
︶
三
五
頁
︒
42
︵
︶﹁
慶
長
ノ
比
御
書
物
﹂
鍋
三
二
六
︱
一
〇
二
︒
43
︵
︶
藤
野
保
編
﹃
佐
賀
藩
の
総
合
研
究
﹄
八
三
八
頁
︒
44
︵
︶
鈴
木
︵
宮
島
︶
敦
子
﹁
龍
造
寺
隆
信
の
龍
造
寺
家
家
督
継
承
問
題
﹂
佐
賀
大
学
経
済
論
集
第
四
45
五
巻
第
六
号
︑
二
〇
一
三
年
︒
︵
︶﹁
三
岳
寺
文
書
﹂
二
一
︵﹃
佐
賀
県
史
料
集
成
﹄
第
一
四
巻
︶︒
46
︵
︶
前
掲
﹁
五
番
御
掛
硯
誓
詞
書
写
一
﹂
五
二
︵﹃
佐
賀
県
史
料
集
成
﹄
第
二
四
巻
︶︒
47
竜造寺高房の叙任と江戸詰めについて
大 平 直 子
43
